
【めざす児童像】 ・やさしい子ども（徳）　・よく考える子ども（知）　・やりぬく子ども（体）

【めざす学校像】 ・明るい学校（思いやり・自主性・活気）　・美しい学校（学校環境の整備）　・きまりよい学校（礼儀・秩序・安全）

【めざす教師像】 ・子どもを大事にする教師（人間愛）　・授業を大切にし工夫する教師（指導力）　・広い視野に立ち、みんなから信頼される教師（謙虚・健康）

児童 保護者 教師
評価の内容

◎:成果・効果等　　●:課題等   ◇:対策等
自己評価 評価の内容　　　　　　　　　　　　　　　                                       　　　　◎:成果・効果等　　●:課題等 評価

学力向上・学習

指導の充実

・思考力、表現力を伸ばす授業

・個別指導の工夫
94 94 89

◎　 「子どもが主役の授業」の実践が多く見られ、思考力の向上につながった。

●　表現しようとする意欲に個人差が見られる。

◇　主題研究を通して、課題に応じた手立てを講じていく。

A(92)
◎参観日には、児童が積極的に取り組んでいる様子が見られた。

◎「よく考えるこども」が目指す児童像に合致している。

◎一人ひとりの理解度に応じた指導がなされている。

A（3.8）

基本的な学習習

慣の定着

・「話す人を見て聞く、チャイムの合

図を守る、準備をして休む」の定着
90 85 78

◎　「話す人を見て聞く、チャイムの合図を守る」ことのできる児童は多い。

●　「準備をして休む」こと、特に２分前着席が守られていない。

◇　子どもたちへの周知、指導を継続するとともに、教員の共通理解、共通実践を図る。

Ｂ(84)
◎礼儀,　秩序に児童が合致している。

◎チャイム時に教室に入っていない児童が殆どおらず、かなり定着している。
B（3.2）

学習指導方法の

充実

・ICT活用

・家庭学習の充実
84 84 67

◎　授業でのＩＣＴ活用が図られている。

●　家庭学習の内容に質や量の個人差がある。

◇　家庭学習の仕方について、共通理解を図っていく。

Ｂ(78)
●授業を大切にし、工夫する教師の一段とした努力が必要である。

●タブレット端末の不具合等の対応をもう少し早くしてもらいたい。

●家庭学習に対する意識の低い家庭もあるように思う。

B（3.2）

基本的生活習慣

の育成

・日常指導(あいさつ、言葉遣い、

学校のきまり)
82 86 100

◎  上学年の会釈する姿をお手本に下学年にも会釈が広がっている。無言で掃除に取り組むことができる

ようになった。

●  昼休み開始直後、下校指導後の無言廊下歩行に課題がある。

◇  廊下歩行、無言の場での過ごし方、履き物そろえなど委員会活動を中心に子どもたちが自分たちの課

題を見つめ改善しようとする取り組みを企画実践する。

Ｂ(89)

◎先生方の評価が厳しい傾向の中、100%肯定的な項目があり素晴らしい。

◎思いやり、礼儀、秩序等の生活週間の育成がなされている。

◎会った時には、目を見てはっきりと元気よく挨拶をしてくれる。

◎挨拶がよく、離れたところにいても声を掛けてくれる。

◎ヘルメットをかぶって自転車に乗っている児童が多い。

A（3.8）

豊かな心を育む

教育

・体験活動(校外活動、交流活動、

人材活用等)の工夫
86 99 78

◎  各学年、体験活動の時間を確保し実践した。児童も意欲的に取り組み豊かな心を育むことができた。

●  教科単元と体験学習の時期がずれることもあり、教科時数の確保に影響することもあった。

◇  年間を見通して、より効果的な体験活動が実践できるよう計画運営していく。

Ｂ(88)
◎ミシンボランティアは、理解が早い児童が多く、とても順調に進んだ。

◎体験活動は、地域の方や外部講師などを利用して多岐に渡っている。工夫もよくされている。

●戦争体験の話（授業）が、講師と児童との前提認識がずれがあった。

B（3.4）

自己肯定感・他

者理解の育成

・自分のよさに気付く指導

・お互いのよさを認め合う指導
90 95 100

◎  職員全体で児童を見守り、児童の良さや善行、活躍などを共有し、賞賛する機会を多く設けること

で、誰かが見てくれているという安心感とともに自己肯定感が高まった。

●  よりよい行動、よりよい言葉遣いを知り、人間関係づくりに生かそうとする指導が必要である。

◇  学級だけでなく、学校全体での賞賛を定期的に行うことで、自己肯定感をあげていく。

A(95)
◎児童を大事にする指導がなされていてよい。

◎みんな自信をもって学校生活を送っているように感じる。

●スポーツも勉強も目立たない児童にも目を掛け、声を掛けてほしい。

A（3.8）

思いやりの心の

育成

・友達に優しくしたり、誰にでも

親切にしたりする態度の育成
95 98 100

◎  毎週金曜日の昼休みの仲良しタイムや6年生が企画する異学年交流の場を設けたことで、互いにふれ

あう機会が増え、互いを知り、思い合う姿が見られました。

●  距離感が近すぎるが故に、行き過ぎた言動やふるまいが時々見られるので指導を必要とするときもあ

る。

◇  仲良しタイムや縦割り清掃など異学年交流の機会を活用し、いろいろな友達とふれあいうことで、多

様な価値観に触れ、友人関係が広がるようにしていきたい。

Ａ(98)

◎学年を超えた交流があり、小規模校ならではある。

◎異学年交流による互いを知る心の育成がなされ、優しい心が育っている。

◎昼休みなど、学年に関係なくみんなで遊んだり、活動したりする様子が見られ、仲間意識がしっかりと培われてきてい

る。

◎最近、公民館でや外で遊ぶ姿を見るようになった。

●６年間一緒なので、役割やキャラが固定しがちなのが心配である。

●互いを知るがゆえに、行き過ぎた振る舞いも仕方ないが、指導も必要である。

A（3.8）

基礎体力の向

上・意識の向上
・体育科学習、体育活動の充実 90 91 89

◎  体育授業の工夫や「できた」といった児童の達成感につながる授業実践の継続によって、9割以上の

児童が、「体育科が楽しい」とアンケートで答えている。

●  熱中症警戒や感染症対策のために外遊びの制限があったことや、外遊びよりも室内での活動を優先す

ることなどが要因となって、県平均に比べて外遊びをしている児童が少ない。

◇  ６年生や体育委員会の活動の中で、全校での外遊びを実施し、楽しく体を動かしながら学校全体の体

力向上を目指す。

A(90)

◎体育が嫌いな児童が少ないのは、何より。

◎先生達の授業の工夫が光り、児童の達成感に繋がったことは素晴らしい。

●熱中症対策は、処暑順化がますます必要になると思う。

●室内より外遊びがたくさんできるように心掛ける必要がある。

●熱中症や感染症のことが影響していると思うが、校庭で活動したり遊んだりする時間が取られている時と取られていない

時の差が大きいように思う。その分、室内や体育館でその時間を取っているとは思うが。

B（3.4）

・健康的な生活習慣の定着

・感染予防指導

・熱中症予防

83 93 78

◎  学校保健委員会において保護者の方に各学級の生活目標を決めていただいたり、パワーアップ週間を

通して保護者と一緒に児童が生活の振り返りをしたりすることで、家庭と連携した取組を実施できた。

●  取組内容の継続的な実施が課題である。

◇   保護者や児童、職員が意見交換をする場を設け、より実態に応じた生活習慣の定着に向けた取組を継

続していく。

B(85)
●保護者と学校との連携した取組の強化・継続を実施することが必要である。

●夏場の熱中症対策もしっかりと講じられてやり、対応されている。
B（3）

・保健指導、健康教育の充実(病気

治療、虫歯治療)
88 94 89

◎  Sigfyを活用しての治療の呼びかけや治療のおすすめの再発行により、歯の治療に取り組んでくださっ

ている。

●  病気の治療、特に歯の治療率が現時点で41％である。

◇  年間計画の見直しを行い、保健教育の位置づけを明確にし、保健指導を実施する。

A(90)

　

●保健指導の強化をお願いする。

●虫歯治療の対応はもう少し家庭環境も考慮してほしい。

●児童の健康管理について、家庭で差があるように感じる。

●虫歯治療の重さを保護者にもっとアピールすべきである。

B（2.6）

地

域

連

携

学校教育活動の

発信

・各種通信(学級通信、保健通信、学校

通信、学校ホームページ)による発信
87 99 100

◎  各種通信、ホームページ等だけでなく、校門や職員玄関での掲示物を通しても教育活動の様子を発信

することにより、家庭や地域の理解や協力を得ることができた。。

●  児童に対しても、ホームページを閲覧する機会を促していく必要がある。

◇  今後も各種通信等による教育活動の積極的な発信に努めていく。

A(95)

◎様々な情報の共有により、今後も風通しのよい学校を創っていただきたい。

◎シグフィーなどで細目に情報提供が行われており、また、学校通信も写真を多めに使っての紙面となっているので、学校

の様子がよく分る。

◎学校側から地域への情報発信や理解を求める主旨の活動が年々活性化していると思う。これらの連携した働き掛けが学校

と地域の垣根が取り払われ、児童を安心して預けられる信頼の一歩が生まれるのではないか。

●シグフィーだけに頼らず、ホームページを閲覧する人を増やすための案内・利用をする必要性がある。

A（3.5）
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具体的取組

２　学校評価の結果
評

価

項

目

評価指標

心

の

教

育

の

充

実

肯定的回答の割合（%） 学校の自己評価

※自己評価については、児童・保護者・教師の回答結果を平均し、90以上をA、60以下をCで判定しいる。 ※学校関係者評価は、評価をAを4点、Bを3点、Cを2点、Dを1点とし、全関係者の評価の平均をもとに、提示している。

学校保健・健康

教育の充実

体

育

・

健

康

教

育

の

充

実

学

力

の

向

上

学校関係者評価(学校運営協議会委員)


